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ψクｰラｰのコントロｰラｰが測定不能の室内温度を

示した猛暑もやっと終わりが近づいた様ですが,皆

さんはいかがお過ごしですか.

ψつくばでは今年は蝉が鳴かないので,どうしたの

だろうかと思っておりましたが,少し涼しくなった今

日この頃,林の中がにぎやかになってきました.

φ今月号は地震関連,タｰビダイト関連,資源関達

および地学史関連の記事で紙面を構成しましたの

で,まず興味のあるぺ一ジを開いてお読みください.

介特に,今月号はライマン雑記(12)を読んで見てく

ださい.マサチュｰセッツ大学図書館の副見恭子さ

んによってライマンと日本人の弟子達との子弟を超

えた信頼関係が紹介されています.この身分を超え

た信頼関係は未到の山野をともに苦労して調査に従

事したことにおいて成立したもので,自然を対象に

した研究者集団ならではのことと思われ,地質学の

基本でしょう.昔,大学では1～2週間の長期地質巡

検があり,夜は車座になって先生と酒を飲み,専門

以外にも多岐にわたる教示を受けたものですが,現

在の大学ではどうなのでしょうか.

φこの記事の最後に書かれている｢PoorMisawa｣

について若干の私見を述べます.poorには｢故人と

なった｣という訳があり,｢敬三沢｣となりますが,｢天

命に恵まれなかった三沢｣と訳しますと,天折した弟

子に対するライマンの心情が伝わって来るような気

がしますがどう思われますか.

分ところで,地質ニュｰスの記事を読んで素朴な疑

問を持たれることはありませんか.たとえば七山氏の

｢アマゾンチャネルと陸上の大河の蛇行率が同等で

ある｣という事実についてはどう説明すればいいの

でしょうか.また,徳橋氏の｢砂岩の粒度が重鉱物組

成変化に与える影響は少ない｣という事実と｢運搬さ

れる過程で重鉱物組成は変化し,砂岩の粒度と調和

した組成を示す｣とする報告との違いをどう解決す

るのでしょうか.

命地質学には解決したつもりでも,まだ解らないこと

が沢山あります.素朴な疑問から新しい地質観が生

まれてくると思いますので,疑問があれば事務局ま

でお知らせください.できる限り紙面で回答したいと

思います.(有田正史)
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